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Ⅰ 活動報告 
国際研究交流部・担当理事：矢野博之 

 

１．課題研究スタート時の問題設定  

基本方針として、本部会は“交流”（情報の交換･共有、啓蒙･提供）を主軸とすること

を確認する作業から仕切り直し、大別して以下３つの軸をもって活動展開を構想した。  

①．会員の教師教育研究を国際化するための情報提供【啓発･支援】  

②．国際研究交流の案内･情報提供【啓発】  

③．国際研究交流の実施（企画、招聘･誘致）【交流･促進】  

 

２．部会メンバー  

〈担当理事〉矢野博之（大妻女子大学）， 〈担当理事 *～2018 年度〉百合田真樹人（教

職員支援機構→OECD） 〈コアメンバー〉：香川奈緒美（島根大学），森久佳（大阪市立

大学），深見俊崇（島根大学），荒巻恵子（帝京大学教職大学院），金井香里（武蔵大学）他、

登録学会員 25 名  

 

３．活動概況（時系列）  

〈2017 年度（2017 年 9 月～2018 年 3 月）〉 ※担当者間での非公式の打ち合わせのみ  

〈2018 年度〉  

□5 月 20 日（日）第１回研究会「教師教育に関する国際的研究動向(1)：Reimagining Teacher 

Education Symposium(2018.3.8-9@香港大学 ) の紹介と報告」講師：千々布敏弥（国立教

育政策研究所）@大妻女子大学，参加者 9 名  

□8 月 26 日（日） 第２回研究会「教師教育に関する国際的研究動向(2)：国際的調査研究

への参画から得られた認識と研究課題の変化」講師：森久佳（大阪市立大学）@大妻女

子大学，参加者 7 名  

○9 月 29-30 日  啓発ポスター『似非研究会・似非学会誌に注意！』の作成と掲示、同

パンフレットの配布（100 枚） ＠東京学芸大学・日本教師教育学会第 28 回大会  

□11 月 10 日（土）第３回研究会「教師教育に関する国際的研究動向(3)：国際的調査研究

への参画から得られた認識と研究課題の変化Ⅱ／UNESCO／OECD Forum／TALIS 初期

教員準備調査への参加を通して」講師：森久佳（大阪市立大学）@アットビジネスセン

ターPREMIUM 新大阪，参加者 7 名  

□2019 年 1 月 14 日(月) 「WERA2019 に向けての翻訳プロジェクト」第１回研究会 ＠大

妻女子大学，参加者 26 名  

□2019 年 3 月 18 日(月)「WERA2019 に向けての翻訳プロジェクト」第２回研究会 ＠大

妻女子大学，参加者 19 名（skype 参加含む）  

〈2019 年度〉  

□4 月 6 日(土)「WERA2019 に向けての翻訳プロジェクト」第３回研究会 ＠教職員支援

機構  大手町事務所，参加者 18 名  

□6 月 2 日(日)「WERA2019 に向けての翻訳プロジェクト」第４回研究会 ＠大妻女子大

学，参加者 14 名（skype 参加含む）  
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□7 月 28 日(日)「WERA2019 に向けての翻訳プロジェクト」第５回研究会 ＠大妻女子大

学，参加者 12 名（skype 参加含む）  

□8 月 7 日(水) 世界教育学会(WERA 10th)ミニ･シンポジウム「Missing Rhetorics of Education 

in Japan : Dialogue on Rethinking Education and Teacher Education in Japan」 ＠学習院大

学，参加者 20 名 話題提供①香川奈緒美（島根大学）Persistence of Utilitarian Ideology in 

Japan: Call for a New Paradigm ②荒巻恵子（帝京大学）  Rhetoric and Practice of 

Inclusiveness in Japan’ s Teacher Education ③金井香里（武蔵大学）Reinstating the 

Diversity as a Medium for Rethinking Education and Teacher Education in Japan 司会 :森久

佳（大阪市立大学）・矢野博之（大妻女子大学） 指定討論者 :矢野博之  

□11 月 9 日(土) 第６回教師教育変容の実態をつかむ情報交流･研究会「2019WERA シン

ポジウム報告 Missing Rhetoric of Education in Japan：Dialogue on Rethinking Education 

and Teacher Education of Japan」理事会向け再演 ＠明治大学，参加者 20 名 報告①矢野

博之（大妻女子大学）、②森久佳（大阪市立大学）、③香川奈緒美（島根大学）、④深見

俊崇（島根大学）  

□11 月 10 日(日) 「2019WERA シンポジウム“Missing Rhetoric of Education in Japan 

：Dialogue on Rethinking Education and Teacher Education in Japan”  日本語版再演 ＠大

妻女子大学，参加者 11 名 進行：矢野博之（大妻女子大学）、報告①森久佳（大阪市立

大学）、②香川奈緒美（島根大学）、③荒巻恵子（帝京大学教職大学院）、④金井香里（武

蔵大学）  

□１月 24 日（金）国際研究交流部主催 翻訳プロジェクト・コアメンバーによるミニ研究

会「刊行本原稿の持ち寄り読み合わせ」＠大妻女子大学，参加者 6 名   

〈2020 年度〉  

〇2020 年 9 月 13 日(日) ポスター発表 「国際研究交流部・第 10 期報告―“学会”とし

ての国際研究交流の現在とこれから」 ＠明治大学・日本教師教育学会第 30 回大会  

 

４．研究成果と見えてきた課題  

(1) 公開研究会：2018 年秋まで、国外の教師教育研究をめぐるアカデミズムの動向や、OECD

や UNESCO にみる国際研究調査の内情と方向性の情報交換研究会を重ね、日本の教師教

育研究上の領域や視点、evidence 問題を議論し、国際展開上の課題を共有していった。  

(2) 学会啓発資料の作成と配布：教育研究の国際化は世界的に加速拡大するなか、「エセ学

会」「エセ学会誌」が急増してきた状況を受け，『似非研究会・似非学会誌に注意！』の

リーフレットを作成し（100 枚），2018 年第 28 回研究大会で配布、後に Web 公開した。 

(3) 啓発･支援をにらんだ翻訳企画と国際カンファレンスでのシンポジウム：国際的調査研

究の状況把握や参画経験の共有を端に議論し、研究視点の国際化と国際的な文脈での経

験と機会の供給を図るため，UNESCO 刊行の“Rethinking Education“(2015)の独自翻訳

を企画し、教師教育研究の文脈で活用することを目指すプロジェクトを始動した。  

これを受けて 10th WERA（2019.8.7）でのシンポジウムとしてコアメンバー（矢野 ,森 ,

香川 ,荒巻 ,金井の学会員）による実施に結実し，UNESCO が投げかけた議論を、日本の

教育界にどう照射し問いかけるべきか、主に 3 つの word＝視点（well-being, Inclusiveness, 

Diversity）からその課題の探索と提示を試みた。  
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翻訳刊行作業は 2019 年秋以降、会合を続けたが 2020 年 1 月末を最後に Covid-19 禍に

より対面での会合は中断。その後研究の深化と WERA の議論をふまえ発展させるため、

オンライン上での意見交換と原稿の検討・編集作業に移っている（2020 年 3 月末時点進

行中）。  

 

５．第 11 期研究活動への提言  

 今期  “国際交流のあり方”を軸に運営してきたが、奇しくも Covid19 禍により新たな

社会のあり方が問われ、今後ひとのつながりや集い方、情報や研究活動の実働について

も、抜本的な問い直しが進んでいくだろう。教師教育研究自体もその自律性と学際性を

保持し高めつつ、発信受信・交流のあり方もひとの動き・社会のつながり方の変化に伴

い再考が求められる。学会としての組織的対応は、検討と踏み出しを喫緊の課題として

残している。  
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Ⅱ 研究報告（資料掲載） 

 

                序 

 
国際研究交流部（担当理事・矢野博之） 

 
 
「Ⅱ研究報告」においては、本国際研究交流部会にて報告された資料を掲載する。なお、

各会合や機会において、その話題提供や議論の軸となった主たる資料を選出してある。 
そもそも第 10 期の国際研究交流部は、“交流”（情報の交換･共有、啓蒙･提供）を主軸とし

ている。今期立ち上げ当時の教師教育研究の国際動向を共有することを機に、〈国際研究交流
活動へとつながる〉ことが期待できる会員の発掘を主眼に、研究会を企画することから出発
している（第 1 部）。また、国外での研究のありようにいかに迫れるかその方策を企図する中
で、学会員への啓発活動を必要とする事態が生じ、国際研究活動へと参画する上での啓発ポ
スター・リーフレットの作成に及んだ（第 2 部）。折しも同時期に、World Educational Research 
Association の第 10 回大会を日本教育学会が母体として引き受け、本学会へもそこでのシン
ポジウム参画が打診された。2018 年年末から急遽準備に入り、百合田真樹人担当理事の起案
に基づき、未だ日本で紹介の浅かった UNESCO の“Rethinking Education”（2015）の翻訳作
業を通じ、そこで遭遇する諸課題を基軸にしながら、日本の教師教育研究を国外での同研究
の流れと結んでいくための手がかりを得ようと企図したものである。その起案から 2019 年 8
月 7 日のシンポジウムの実施、その後の翻訳作業までを第 3 部にまとめて掲載した。 

あいにく翻訳本は 2020 年度末時点で未刊行だが、編集作業は継続している。この二年間で
の本部会の検討と議論の成果の集大成を急ぎたい。 
 以下、3 部構成で上記の研究と活動の流れが編成されている。 
 

第１部 国外の教師教育研究の動向と日本の教師教育研究の国際展開上の課題 
第２部 教師教育研究の国際化と交流活動の上での啓発 
第３部 啓発･支援をにらんだ翻訳企画と国際カンファレンスでのシンポジウム 

《準備編》《シンポジウム編》《シンポジウム後の展開》 
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＜資料１＞ 
「Reimagining Teacher Education Symposium の紹介と構造」趣旨説明 

（国際研究交流部） 
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＜資料２＞「Reimagining Teacher Education Symposium の紹介と構造」（千々布敏弥会員） 
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＜資料３＞「国際的調査研究への参画から得られた知識と研究課題の変化」趣旨説明 

（国際研究交流部） 
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＜資料４＞「国際的調査研究への参画から得られた知識と研究課題の変化」（森久佳会員） 
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＜資料５＞「国際的調査研究への参画から得られた知識と研究課題の変化Ⅱ」（森久佳会員） 
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第２部 

 

教師教育研究の国際化と交流活動の上での啓発 
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＜資料６＞ 啓発ポスター「似非研究会・似非学会誌に注意」（百合田真樹人・矢野博之） 
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第３部 

 

啓発･支援をにらんだ翻訳企画と 

国際カンファレンスでのシンポジウム 

《準備編》 
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＜資料７＞「WERA2019 に向けての翻訳プロジェクト」起案と企画 

 
「WERA2019 に向けての翻訳プロジェクト」#01 

 

（矢野博之・百合田真樹人） 

Ⅰ．進行 

□ 企画総括主旨と全体概要（矢野） 

□ 本プロジェクトについて（百合田） 

  （含，今後の進行） 

 

 

 

 

 

 

 

Name 所属 専門領域 種別

⽮野 博之 やのひろし ⼤妻⼥⼦⼤学 教師教育学、学校教育学、教育⽅法学 研究者
百合⽥ 真樹⼈ ゆりたまきと 教職員⽀援機構 政治哲学、教育哲学、教師教育 研究者

1 ⾚星 晋作 あかほししんさく 広島市⽴⼤学 教師教育学、教育経営学（学校と地域の連携等） 研究者
2 荒巻 恵⼦ あらまきけいこ 帝京⼤学教職研究科 特別⽀援教育 教育⼯学 研究者
3 ⼤貫 ⿇美 おおぬきあさみ ⽩百合⼥⼦⼤学 理科教育，幼児期からの⾃然科学教育（環境・理数系） 研究者
4 岡⾢ 衛 おかむらえい 甲⼦園⼤学 教育社会学 研究者
5 荻原 彰 おぎはらあきら 三重⼤学 環境教育 ESD 研究者
6 ✕ ⼩⽥ 郁予 おだいくよ 東京⼤学⼤学院 教師教育 ⼤学院⽣
7 ✕ ⾹川 奈緒美 かがわなおみ 島根⼤学 教育社会学，教師教育学 研究者
8 ⾦井 ⾹⾥ かないかおり 武蔵⼤学 異⽂化間教育（多⽂化共⽣のための教師教育、外国⼈児童⽣徒教育）、教師教

育学、教育⼈類学 研究者
9 △ 栗原 和樹 くりはらかずき ⼀橋⼤学⼤学院 教育社会学（特に貧困問題）、教師教育学 ⼤学院⽣

10 ー ⼩松原 祥⼦ こまつばらさちこ ⼩⽥原短期⼤学（⼤阪） ⾳楽教育学、幼児教育、保育者養成、イギリスの⾳楽教育、教員養成 研究者
11 online 齋藤 眞宏 さいとうまさひろ 旭川⼤学 教師教育学、異⽂化間教育学 研究者
12 佐々⽊ 弘記 ささきひろき 中国学園⼤学 教師の専⾨性開発 研究者
13 △ 下島 泰⼦ しもじまやすこ 東京学芸⼤学 多⽂化教師教育 研究者
14 末岡 加奈⼦ すえおかかなこ ⼤阪⼤学⼤学院 ⼈間科学研究科 ⼤学院⽣
15 ⽥中 浩之 たなかひろゆき 横浜創英⼤学 教育学、社会科教育学、環境教育 研究者
16 津村敏雄 つむらとしお 東洋学園⼤学 英語教育学 研究者
17 ✕ 中尾 豊喜 なかおとよき ⼤阪体育⼤学 ⽣徒指導、キャリア教育、特別活動 研究者
18 ✕ 仲⽥ 康⼀ なかたこういち ⼤東⽂化⼤学 教育政策研究 研究者
19 中⼭ あおい なかやまあおい ⼤阪教育⼤学 異⽂化間教育 ⽐較教育 研究者
20 早坂 めぐみ はやさかめぐみ 秋草学園短期⼤学 教育社会学 研究者
21 △ 深⾒ 俊崇 ふかみとしたか 島根⼤学 教育⽅法学 研究者
22 藤原 靖浩 ふじわらやすひろ ⼤阪市⽴⼤学 特任講師 学校教育（特別活動、総合的な学習の時間） 研究者
23 online 前⽥ 美⼦ まえだみつこ ⼤阪⼥学院⼤学（~201903サバテ⽐較・国際教育学 研究者
24 松永 幸⼦ まつながさちこ 東京⼥⼦医科⼤学 教育学 研究者
25 三⼭ 緑 みやまみどり 広島経済⼤学 教育⾏政学 研究者
26 望⽉ 耕太 もちづきこうた 神奈川⼤学 教師教育、体験学習 研究者
27 森下 孟 もりしたたけし 信州⼤学 教育⼯学（ICT活⽤教育，遠隔教育） 研究者
28 森⽥ ⼤輔 もりただいすけ 東京学芸⼤学⼤学院 数学教育 ⼤学院⽣
29 森 久佳 もりひさよし ⼤阪市⽴⼤学 教育⽅法学 研究者  
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Ⅱ．WERA 2019 Focal Meeting in TOKYO 10th Anniversary 

 
https://wera-tokyo.com/ 
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趣意書 
国際研究交流部担当 

百合田真樹人・矢野博之 
 

日本教師教育学会・国際研究交流部会では，2015 年に UNESCO から出された『Rethinking 
Education』の翻訳と詳解を進めています。社会の多様化と価値の多元化が急速に進むなかで、
「教育」に求められる役割・機能とは何か，またその「議論の基盤」をどこに置くのか，ど
のように設定するのかを再考（Rethink）することは，教育とその教育を担う主体の養成と支
援を担う教師教育が，その機能を十全に発揮するために不可欠な作業です。 

1 月 14 日の研究企画集会後には，『Rethinking Education』の「概要」と「序章」を参加
メンバーで通読し，日本語として、さらには、日本の教育研究と実践の文脈をふまえて翻訳
することが難しいキーワードの抽出作業を行いました。そのなかから「Rethinking 
Education」をはじめ，国外の教育分野の議論を理解するために不可欠と思われる基盤的な語
句を選出し，8 月に東京で開催される国際教育学会（WERA 2019）に向けて，これを基軸にし
たシンポジウムを行う予定です（申請済）。それに先行する形で、今後 8 月までに数回、テ
ーマをさらに焦点化したミニ・研究会を開催する計画となりました。 

そこでまず、第 1 回のミニ・研究会として、基盤的な語句のなかから，まず，「Framework
（“枠組み”）」に着目し，教育研究と実践においてこの語句がもつ意味の重要性を，わが国の
具体的な教育課題（教師教育課題）との関連のなかで議論する会を実施します。 
 

ミニ･研究会のテーマ： 
「ステークホルダーの枠組みからコア・カリキュラムをめぐる認識と行動を再考する」 

 
英語でテーマを表せば，「Rethinking Core Curriculum and Its Discourses through the 
Diverse Frameworks of Stakeholders」となります。このタイトルに含まれる「Diverse 
Frameworks」とそれを規定する「Stakeholders」を，教育学および教師教育の研究と実践で
どのように意識化（さらには文章化）するかは，教育と教師教育とに与えられている「意味」
を，改めて再考するうえで，重要な意味をもっています。特に，国際的な教育研究や実践で
頻繁に用いられる「Framework」という語句は「“枠組み”」と訳されますが，元来はそこに構
造主義と脱構造主義からの理論的に与えられた意味が含まれたキーワードです。 

このミニ・研究会では，翻訳に伴って明らかになる「語句にとどまらない概念の翻訳」に
ついて，そのプロセスの経験と，研究への有意性の実感を得るための機会の提供を目的とし
ています。 

研究会は，先にあげたテーマに基づくグループ・ワークを主に進行します。グループ・ワ
ークを介して私たちの認識を可視化するとともに，「Framework」の概念を活用して可視化さ
れた認識を分析し，「再考(Rethinking）」を必要とする領域を明らかにすること，そして
「Rethinking Education」に示された Inclusiveness や Diversity などの諸概念とのつなが
りを明らかにしていくことになります。 
 
日 時： 2019 年 3 月 18 日（月）13:00～16:00（予定） 
場 所： 大妻女子大学千代田キャンパス本館（部屋は参加者数によって確定後に周知します） 

（東京都千代田区三番町 12 最寄駅：「市ヶ谷」JR，東京メトロ各線，都営新宿線／ 
「半蔵門」東京メトロ半蔵門線） 
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＜資料８＞ 翻訳プロジェクト第２回資料（含，第１回記録） 
 

JSSTE_CIARC （日本教師教育学会・国際研究交流部） 2019/03/18 (Mon.) 
 
 

「ステークホルダーの枠組みからコア・カリキュラムをめぐる認識と行動を再考する」 

 

日本教師教育学会・国際研究交流部会では， 2015 年に UNESCO から出された

『RethinkingEducation』の翻訳と詳解を進めています。社会の多様化と価値の多元化が急速

に進むなかで，「教育」に求められる役割・機能とは何か，またその「議論の基盤」をどこに

置くのか， どのように設定するのかを再考(Rethink)することは，教育とその教育を担う主体

の養成と支援を担う教師教育が，その機能を十全に発揮するために不可欠な作業です。1 月

14 日の研究企画集会後には，『RethinkingEducation』の「概要」と「序章」を参加メンバー

で通読し， 日本語として、さらには、日本の教育研究と実践の文脈をふまえて翻訳すること

が難しいキーワードの抽出作業を行いました。そのなかから「RethinkingEducation」をはじ

め，国外の教育分野の議論を理解するために不可欠と思われる基盤的な語句を選出し， 8 月

に東京で開催される国際教育学会(WERA2019) に向けて，これを基軸にしたシンポジウムを

行う予定です（申請済）。それに先行する形で、今後 8 月までに数回、テーマをさらに焦点化

したミニ・研究会を開催する計画となりました。そこでまず、第 1 回のミニ・研究会として、

基盤的な語句のなかから，まず，「Framework (“枠組み’'）」に着目し，教育研究と実践にお

いてこの語句がもつ意味の重要性を，わが国の具体的な教育課題（教師教育課題）との関連

のなかで謙論する会を実施します。 

 

本日のテーマ 

：「ステークホルダーの枠組みからコア・カリキュラムをめぐる認識と行動を再考する」 

 

英語でテーマを表せば，「RethinkingCore Curriculum and Its Discourses through the Diverse 

Frameworks of Stakeholders」となります。このタイトルに含まれる「DiverseFrameworks」と

それを規定する「Stakeholders」を，教育学および教師教育の研究と実践でどのように意識化

（さらには文章化）するかは，教育と教師教育とに与えられている「意味」を，改めて再考

するうえで，重要な意味をもっています。特に，国際的な教育研究や実践で頻繁に用いられ

る「Framework」という語句は「“枠組み’'」と訳されますが，元来はそこに構造主義と脱構

造主義からの理論的に与えられた意味が含まれたキーワードです。このミニ・研究会では，

翻訳に伴って明らかになる「語句にとどまらない概念の翻訳」について，そのプロセスの経

験と，研究への有意性の実感を得るための機会の提供を目的としています。研究会は，先に

あげたテーマに基づくグループ・ワークを主に進行します。グループ・ワークを介して私た

ちの認識を可視化するとともに，「Framework」の概念を活用して可視化された認識を分析し， 

「再考(Rethinking)」を必要とする領域を明らかにすること，そして「RethinkingEducation」

に示された Inclusiveness や Diversity などの諸概念とのつながりを明らかにしていくことにな

ります。 
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＜資料９＞ 翻訳プロジェクト第２回記録           国際研究交流部 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



日本教師教育学会第 10 期（2017 年 9 月～2020 年 9 月） 
国際研究交流部 活動報告書 

 

 51

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



日本教師教育学会第 10 期（2017 年 9 月～2020 年 9 月） 
国際研究交流部 活動報告書 

 

 52

＜資料１０＞ 翻訳プロジェクト第３回資料 
 

１０－１「インクルージョンを巡る４つの局面」 荒巻恵子 
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  １０－２「教員養成系大学における LGBT 当事者･ALLY 学生の自主活動支援」 

神村早織（編集責任・島﨑英夫） 
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  １０－３ 「『社会的公正』の芽を育む教育実習 大阪教育大学の“響働実習”」 

島﨑英夫 
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  １０－４ 「教育分野のパートナーシップ構築に関する先行研究と事例の紹介 
－Public Good を実現するための Inclusion を組織的に考える試みとして－」 

早坂めぐみ 
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１０－５ 「インクルージョンを扱う実践事例紹介」          大貫麻美 
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＜資料１１＞ 翻訳プロジェクト第４回資料 

 
１１－１「“ダイバーシティ”ミニ研究会 発表の公募」 

                                  国際研究交流部 
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      １１－２「“ダイバーシティ”ミニ研究会資料」     金井香里 
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   １１－３ 「ダイバーシティに関する教育実践の紹介」       大貫麻美 
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      １１－４ （翻訳プロジェクト資料）             望月耕太 
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    １１－５ 「Diversity ミニ研究会 資料」          栗原和樹 
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    １１－６ 「Diversity ミニ研究会 資料」          下島泰子 
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       １１－７ 「Diversity ミニ研究会 資料」      森下 孟 
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第３部 

 

啓発･支援をにらんだ翻訳企画と 

国際カンファレンスでのシンポジウム 

《シンポジウム本編》 
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＜資料１２＞ WERA シンポジウム“Missing Rhetoric of Education in Japan: Dialogue on 
Rethinking Education and Teacher Education of Japan”（ Wednesday, 07/Aug/2019: 9:00am 
- 10:30am Central Building 404, Gakushuuin University, Tokyo, JAPAN ） 
  

１２－１ 「第５回会合（事前打ち合わせ）」   国際研究交流部  
 

2019,7,28（日） 10:00～  ＠大妻女子大学千代田キャンパス本館 F642 

本日の主旨説明 
  ◎WERA シンポジウムのシミュレーション 
    －「議論の構成の確認と検討 ～プレゼンテーションに基づいて～」 

これまでの研究会の道筋から，メンバー間での問題設定の共有 
        Wording の確認と検討       *翻訳プロジェクトとしての真髄 
         新たな論点、当日望まれる議論 

≪参照≫百合田の整理 (2019/3/18) ： 日本で＂語られてこなかった“概念への着目 

☑ 「有用性」（使える/使えない）を基準とする危うさと反省  cf. アウシュビッツ 

⇔ 新たな基準：well-being   測定できないと評価しようがない．どんな指標がありうる？ 

☑ 法の遵守 ⇔ 法の限定性の想定  今の法体系でも限定されるもの→権利回復の営み 

☑ 塾産業の持っていた日本社会へのインパクトの大きさ ⇔ 無視してきた日本の教育行政 

☑ 「主体性・自律性」： 主体的な学習を求めるなら、教育をすることそもそものフレームワーク

を求めるべき 

☑ “流される”私たち → それは我々が権力側にあることと自覚すべき 

当日の確認 
SY14: Missing Rhetoric of Education in Japan: Dialogue on Rethinking 

Education and Teacher Education of Japan  
 Wednesday, 07/Aug/2019: 9:00am - 10:30am 

Central Building 404 
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１２－２ 「シンポジウム 趣旨抄訳」  プロジェクト・チーム 
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            １２－３ シンポジウム発表資料 
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 List of attendees (参加者） 
 

  Hiroshi YANO      (Otsuma Women’s University, JAPAN) 

  Naomi KAGAWA      (Shimane University, JAPAN) 

  Hisayosi MORI     (Osaka City University, JAPAN) 

  Keiko ARAMAKI     (Teikyo University, JAPAN) 

  Kaori KANAI      (Musashi University, JAPAN) 

  Ian Menter        (University of Oxford, U.K.)  

Simon Reisenbauer (University of Vienna, AUSTRIA) 

  P.K.Misra         (Ch.Charan Singh University, INDIA) 

 Kanako SUEOKA     (JAPAN) 

Kazuki KURIHARA   (JAPAN)  

Jun USHIWATA      (JAPAN) 

Hironori SASAKI   (JAPAN)  

Takahiro TAKANO   (JAPAN) 

 Hirofumi HAMADA   (JAPAN) 

Yasuyuki IWATA    (JAPAN)  

Makito YURITA     (JAPAN)  

Asami OHNUKI      (JAPAN) 

Hideo SHIMAZAKI   (JAPAN)  

Tetsuo KURAMOTO   (JAPAN)  

                                                                      ,et al. 
（＊このほか、途中入退室者有り） 

＜コメント＞ 
 

登壇者 4 名による報告は、問いの設定と進行案内に続き、“well-being”“Inclusiveness” 
“Diversity”について、日本の教育界のなかでの具体事例を挙げながら、その問題状況を例
示し、国外からの参加者と議論の枠組みを共有することには成功した。その反面、4 件の報
告は時間を押してしまい、Discussion の時間はほとんど残らず、実質的な討議を深めるには
あまりにも短かった。 
 それでもなお、会場からの質疑や、交わされた意見やコメントには、日本の特有の状況と
そのなかでこうした問題による議論が“始まった”ことへの肯定的見解（I.Menter）や、日
本の国内事情とその特殊性への関心の高さ（S.Reisenbauer, P.K.Misra）が述べられ、今後
の継続した対話と研究交流の可能性が開かれていた。この議論を次回の WERA でも研究発表を
行い、継続する方向で、発表メンバーのなかで合意・確認がなされた。 
 一方、日本の教師教育（研究）を発信していくという意味では課題は残る。今回、３つの
視点について日本の状況の特殊性をふまえつつ、教育を巡る社会通念を問うための問題構造
を国外の研究者にも共有してもらうには、具体的な事例の描写による説明が多くなり、情報
過多にならざるをえなかった、さらには、こうした社会の教育をめぐる言説や通念、哲学を
〈教師教育〉問題へ引き寄せる難しさは、研究や議論の論法として課題が残された。 
 この課題は、“Rethinking Education”の翻訳作業においても、まさに通底する問いであ
り、今後議論のなかでその問題のフレームワークの据え方の見当が今後も引き続き重要とな
るだろう。 

（文責・矢野博之） 
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第３部 

 

啓発･支援をにらんだ翻訳企画と 

国際カンファレンスでのシンポジウム 

《シンポジウム後の展開》 
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＜資料１３＞ WERA シンポジウム後の日本語版再演（2019 年 11 月９日・10 日） 

 

１３－１   WERA シンポジウム後の日本語版再演資料 

                         香川奈緒美，荒巻恵子，金井香里 
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１３－２   翻訳本制作の活動行程   国際研究交流部 

 

2019/11/19 

口主旨 

・UNESCO(2015)“Rethinking Education”の日本語訳をわたしたちで作成し、 

刊行する（英語版：https://unesdoc.unesco.org/ark:/48223/pf0000232555）。 

我が国の教育を再考するために、この本を教師教育における教材となるべく提供した

い。既に文部科学省の「仮訳」は公開されているが、同書本体や仮訳には我が国では捉

え方の違う単語や、意味が明確でない概念が含まれており、その差に丹念に注目、解説

して、ここにあらためて翻訳したい。 

・UNESCO に対する翻訳版権の確保、国内出版社は相談済み（学文社を想定） 

・刊行は 2019 年度中の初校入稿厳守（予定）。 

 

 訳本刊行計画(2018/3/18 案）  

-------------------------------------------------------------------------------- 

•翻訳本の執筆内容は 4（3）部構成計画。【検討・変更あり⇒ 大きく 2 部構成とする】 

（案） 序文 

第 1 部 Rethinking Education 日本語訳 

第 2 部  Rethinking Education 解題 

―共訳作業に臨んで 

―抽出語８カテゴリーの解題（×８）) 

結び 

-------------------------------------------------------------------------------- 

―Rethinking Education 本体の日本語訳：文科省訳を基に検討し、改訂訳をつくる 

４部+αから成る『RE』本体は、改訳文をあらためて分担制作する。【文字数･頁数は不

問）文中、意味のとらえ方が明確でない語については、それぞれ注釈（数文程度）を付

して説明する。ただし、重要な８語群に示す各語については各語訳をワーキングで提示

していくので、先行して作業する各章本体訳に、当て込んで反映させていく。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

ーキー概念についての解題（選出個数は未定） 

上記したように８つの重要語群に整理。矢野・百合田等コアメンバー７名で、８カテゴ

ライズ(３語～８語程度で構成）を分割担当して解説する。それぞれ関連し併せて解説す

る方が望ましい語群として、6,000 字程度でそれぞれ解題する。この内容はコアメンバー

間で相互検討。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

ー大学の教職課程でのモデル・シラバスの提示等を通して、日本の教師教育へ提言 

【検討・変更あり⇒ 続編としての、日本の教職課程用の教本やテキスト用の資料、 

あるいは、論文集など、趣向を変えて、別冊として公刊を目指す】 
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１３－３   重要 8 語群の選出（と分担）         

プロジェクト・チーム 
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１３－４   出版計画経過報告（2020 年 6 月 17 日版）         

担当理事・矢野 博之 

 

UNESCO “Rethinking Education”（翻訳本）の出版計画 

 

１．経緯 

１） 第 10 期の国際研究交流部の活動の軸として、UNESCO（2015）“Rethinking 

Education”の翻訳刊行計画を据え、2019 年 8 月 7 日の WERA 10th in Tokyo

でのミニシンポジウム開催を機に公刊する予定とした。 

２） 翻訳とその研究会を趣旨として、研究会参加を学会員に募り、都合 30 名のメンバー

が名を連ねた。その後、研究会は、シンポジウム直前まで都合 6 回行った。 

３） 翻訳作業に関しては、それに先立ててシンポジウムの企画を立案し、キー概念

（well-being, Inclusiveness, diversity）を中心に研究会で討議を重ねていくことと

した。そのなかで、各概念間の関連や各語が照射する日本の国内事情の課題と問題性

を共有していったが、同時に、編集計画としては、プロットの変更も余儀なくされる

こととなった。 

４） 2019 年 8 月 7 日のシンポジウム後、翻訳に向けてのチーム編成を行うと同時に、8

つのキー概念群を整理し（2019 年 10 月研究会）、プロットも現在計画中のものが

大枠出揃った（２部構成，対訳部分と８語群の解題部分）。 

５） 2020 年春刊行を予定に、2020 年 1 月で翻訳原稿を回収し、8 語群の解題も研究

会をもって、原稿化の作業とした。 

６） 3 月あるいは 4 月～GW 辺りを見込んでの刊行計画であったが、コロナ禍で予定変更

を余儀なくされ、6 月の緊急事態宣言解除後に編集ミーティングも再開した。 

  

２．刊行企画 

 ・出版社： 学文社予定（内諾済み） 

・タイトル：未定（”Rethinking Education”をメインにする） 

・著者名：日本教師教育学会(第 10 期)国際研究交流部翻訳プロジェクトチーム 編集 

（※担当理事・矢野博之監修を添えるかどうかは未定） 

・装丁：Ａ判 144～160 頁程度、定価見込み ￥2,000（税抜） 

・構成：はじめに 

    第 1 部対訳： 1＿萩原彰(三重大)・島崎英夫（大阪教育大） 

           Ⅱ＿下島泰子（東京学芸大）・森下 孟（信州大） 

          Ⅲ＿大貫麻美（白百合女子大）・末岡加奈子（大阪大院在籍） 

          Ⅳ＿津村敏雄（東洋学園大）・早坂めぐみ（秋草学園短大） 

    第 2 部  ：８語群解題 百合田真樹人（OECD）・矢野博之（大妻女子大） 

                森久佳（大阪市立大）・香川奈緒美（島根大） 

                荒巻恵子（帝京大）・金井香里（武蔵大） 

                深見俊崇（島根大） 

    結びに 
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３．刊行に際して 

 

 １）現在、2020 年 11 月～12 月初頭の刊行を予定している。 

 

２)  いわゆる教職課程の“教科書本”には直接相当しないので、出版社としても、一

専門書としてみている。ゆえに、年間何冊等の販売ノルマは無いが、刊行の立ち上

げとして初動の一定部数を求めている（約 500 部）。 

（⇒6/17，18 時時点で、出版社の出版企画としてこの部数での内諾を得ました） 

 

３) 現在、\2,000 を見込んでいるので、消費税込みで\2,200。それに著者割がかかり、

八掛け計算で、\1,760/1 冊となる。 

 

４) 翻訳プロジェクト内でも、担当講義・ゼミナールでの使用を希望しているメンバー

は一定数いて、6 月 17 日現在で、おおよそ 150～180 冊は見込まれる。 

 

５) そこで、残る 300 部ほどについて、当初、国際研究交流部の研究予算の残金およそ

\200,000 を当てて 100 冊ほどで購入すると考え、プロジェクトチーム内での頒

布や割り引き買取も考えた。ただし、➀研究費である以上、用途としては適切とは

言い難い、②仮に割引買取としても、売り上げが学会事務局に納金されるのは筋が

立たない、の理由から、計画は撤回した（＊当然残金はそのまま事務局に返納する）。 

 

６) 一方、学会企画であり、執筆者名にも学会名が記銘されることから、“出版助成”

という形で、先の『教師教育研究ハンドブック』のときと同様に、捻出することを

依頼する案を学会事務局から助言を得た。この場合、不足の 300 部（×\1,760）

の費用として、\528,000 が必要となる。ただし、ハンドブックと同様に、学会の

若手や新入会員を中心に割引頒布することを想定したい。そうすると、たとえ 1 冊

\1,500（税込み／送料込み）でも送料（レターパックを想定）を\370 とし、1

冊\1,100 でも送料込みで\300,000 は学会に返金されることとなる。 

     なお、この学会買取案も、出版社は了解いただける方向である。 
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終章 

 

第 10 期国際研究交流部の活動の総括と課題 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日本教師教育学会第 10 期（2017 年 9 月～2020 年 9 月） 
国際研究交流部 活動報告書 

 

 141 

１４－１ 「国際研究交流のあり方の追究と展望を軸に」 

（第 30 回研究大会ポスター発表）      百合田真樹人・矢野博之 
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